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お
い
し
い
水
は
、
刺
激
が
な
い
水
。
自
然
界
の
生
物
が
お
い
し
い
水
を
つ
く
る
。 

天
然
の
「
お
い
し
い
水
」
を
「
甘
露
水
」
と
い
う 

緩速ろ過 Slow Sand Filter という名前のイメージで、生物群集の活躍を無視してしまった。

生物浄化法と名前を変える必要がある。生物群集にやさしくするが鍵。 



  戦前の大部分の浄水場は、緩速ろ過を採用されていた。最後に塩素で殺菌していな
かった。終戦で、進駐軍が日本に来て、水道水に塩素が添加されていないので、不安
になり、日本の全ての水道水に塩素添加を強制した。それが、現在まで続いている。 

上
田
市
は
、
緩
速
ろ
過
処
理
だ
っ
た
。
緩
速
ろ
過
処
理
に
つ
い
て
世
界
の
情
報
を
調
べ
た
。 

２００年前、ロンドンで、テムズ河の下水で汚れた水を、水層は水深３８㎝

と浅かった。その下に、砂層と礫層で、きれいな水をつくった。この水は、

病原菌が除けていて、安全な英国式ろ過として、世界中へ広まった。 

明
治
時
代
に
、
日
本
も
英
国
式
の
緩
速
ろ
過
処
理
を
英
国
真
の
指
導
で
導
入
し
た
。 



 現在の３つの課題：広域連携する必要性は、戦後勧めてきた、未完成の欠陥処理のため。

生物処理の緩速ろ過をしていれば、何も、問題なかった。 

日
本
政
府
は
、
海
外
へ
は
、
私
の
解
説
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
へ
は
宣
伝
し
な
い
、
業
界
に
遠
慮
し
て
い
る
の
か
な
。
お
か
し
い
な
。 

生物群集が活躍して、安全で、おいしい水ができるというのを知らない人が多い。 

それは、日本の小学校の教科書には、急速ろ過処理の解説しかなく、皆が知らない。 

高
崎
市
と
上
田
市
で
ビ
デ
オ
撮
影
し
た
。
生
物
群
集
が
活
躍
し
て
、

き
れ
い
で
お
い
し
い
水
が
で
き
る
仕
組
み
を
解
説
し
た
。 



 

こ
の
解
説
図
を
見
る
と
、
上
田
市
の
緩
速
ろ
過
の
水
を
新
し
い
送
水
管
で
下
流
へ
。 

上田市の施設が浄化能力に余裕があるから、それを利用しようと考えた。 

災
害
対
策
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
水
源
を
確
保
し
、
給
水
す
る
の
が
良
い
。 

補助金がもらえるからと、陳情。でも３割だ。残りは各自治体で負担。

県は水道事業から撤退。 

長野市や千曲川沿いの氾濫原に発達して市や町は、地下水が豊富。 

水源開発をしてこなかった。何で、上田から長野市まで水を送る

のか、それは、災害対策にならない。基本が間違い。 



 

県
営
の
浄
水
場
は
、
廃
止
予
定
だ
っ
た
の
で
、
新
し
い
バ
イ
パ
ス
隧
道
内
に
送
水
管
を
入
れ
な
か
っ
た
。 

手
掘
り
隧
道
は
、
バ
イ
パ
ス
工
事
の
影
響
で
、
崩
落
し
、
破
損
の
危
険
が
あ
っ
た
。 

上田市営の浄水場は、緩速ろ過で、100 年間以上、何も問題なく稼働している。

自然流下で、動力も必要ない。生物浄化法なので、薬品も使わない。それでいて、

ろ過水濁度は常に、0.000 度。基準は２度なのに。 

千曲川の右岸の大きな送水本管の必要性は、長野県企業局の送水管の更新のためだった。 

明治時代の手堀の生活道内に送水管があり、狭くて更新できなかった。 

それなのに、災害対策で２重化と言う。詭弁だな。 



  

水
の
濁
り
を
比
べ
る
と
、
緩
速
ろ
過
は
、
桁
違
い
に
良
い
。 

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
仕
組
み
を
、
ど
う
し
て
国
は
、
解
説
し
な
い
の
か
。 

染屋浄水場は、自然流下で動力が必要ない。ろ過池操作も、

手動ハンドル。ろ過池状態把握も、浮きで水面差を測定。 

水道水があるのに、山の湧水を汲みに
くる。水道法では、飲み水を給水する
とあるのに、飲まれない水を給水して
いる。どこか、おかしい。 

染屋浄水場のろ過池の浄化能力を計算すると、1 池で
１万３千人に給水できる。この浄水場には１３池もあ
る。でも、実際の給水人口は、７万人程度。施設能力
に余裕があるのに、県や国が注目したようだ。 



 

上
田
市
の
浄
水
場
で
、
生
物
群
集
が
活
発
に
活
動
し
だ
す
と
、

糸
状
に
な
る
珪
藻
の
繁
殖
が
目
立
っ
た
。 

上田市の冬は、厳寒で、ろ過池には、河床で繁殖した付着藻類が流れ込んでいた。
日射が増えだすと、糸状珪藻メロシラの繁殖が目立った。 

厚労省の水道広域化モデルで、上田・長野間が対象だった。長野県企業局にス
マート化推進センターが設置され、初代所長は、長野県は、緩速ろ過が良いと 

判断した。そこで、中本は、２回も解説を 
した。 

企
業
局
の
研
修
で
、
私
の
本
の
内
容
を
解
説
し
た
。 



 

ろ
過
池
で
の
生
物
群
集
の
活
性
を
、
流
入
水
と
ろ
過
水
の
溶
存
酸
素
濃
度
の
差
か
ら
測
定
し
た
。

が
良
い
。 

溶
存
酸
素
濃
度
の
変
化
は
、
光
合
成
活
性
に
依
存
し
た
。
日
没
後
も
活
性
が
あ
る
み
た
い
。
そ
れ
は
気
泡
の
影
響
だ
っ
た
。 

上田市の染屋浄水場のろ過池は、厳寒期は、水面は凍結する。でも砂面では、水温が低

くても、活性はすごくないが、微小生物は活動している。して誘って、調査した。 

ろ過池での生物群集の活性は、水温と日射に関係していた。夏、活性が悪く
なるのは、藻を食べる捕食動物の活性が大きくなるからだった。 



 

ろ過池のろ過抵抗を、月毎に、ろ過継続に伴う変化を調べた。ろ過抵抗は、水温に関係し、

藻が繁殖し、生物群集が活発になると、抵抗は増えなかった。つまり、目詰まりしなかった。 

それなら、凝集剤 PAC は必要ないと、上田市に、1988 年から指摘したが、だめだった。でも、

2019 年に高崎市の浄水場から場長に来てもらい、上田市を説得してもらった。2022 年に実

験をしたら、PAC を入れないでも、目詰まりしないのを、わかってもらった。 

誤
解
を
与
え
る
日
本
の
指
針
の
た
め
、
上
田
市
を
説
得
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。 

雪
解
け
、
降
水
に
よ
る
影
響
で
濁
る
が
、
そ
の
時
期
で
も
、
目
詰
ま
り
し
て
い
な
い
。 



 

1992 年 8 月、テムズ水道を初訪問し、上田市のろ過池の溶存酸素濃度を測定すると、生物活性

を測定できることを解説した。その後、テムズ水道では、全てのろ過池で溶存酸素濃度を測定しだ

した。ろ過速度が速い方が良いとの結論になった。 

「
中
本
は
、
い
つ
で
も
訪
問
し
て
良
い
、
歓
迎
す
る
」
と
い
う
理
由
が
わ
か
っ
た
。 

覆
い
ろ
過
も
比
較
実
験
を
し
た
。
そ
の
後
、
覆
わ
な
い
方
が
良
い
と
の
結
論
に
。 

2006 年に、テムズ水道を訪問したら、ろ過速度を 9.6m/日にしていた。驚いて、データ

をもらった。ろ過速度を早くし、砂層内を、酸素不足にさせないためだった。 



 NPO 地域水道支援センターは、緩速ろ過処理は、過疎の地域で、安全な飲み水を供給できる

方法と考え、それを広める活動をしてきた。今、小規模分散の水道システムが見直されてきた。 

現在、テムズ水道では、水を抜いて、砂面を削り取ると、砂層上部の生物群集を除くとわかった。浄化

機能が回復するのに日数がかかる。そこで、水を抜かないで、砂面上の汚れを除く実験をしていた。 

砂
面
の
削
り
取
り
作
業
は
大
変
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
し
て
は
い
け
な
い
作
業
だ
っ
た
。 

砂
面
の
削
り
取
り
作
業
車
の
写
真
を
撮
り
、
東
京
都
水
道
局
に
渡
し
た
。 



 

NPO 地域水道支援センターでは、ブラジルで開発された、上向流粗ろ過のプラント実験をし、

その有効性を確かめた。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仲
間
は
、
岡
山
県
津
山
市
で
集
落
の
水
供
給
組
合
へ
、
新
見
市
で
簡
易
水
道
へ
、
上
向
流
粗
ろ
過
と
緩
速
ろ
過
の
改
善
を
し
た
。

と
小
津
で
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

2
0

2
6

年1
0

月
末
に
、N

P
O

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
是
非
参
加
し
、
実
際
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

お金が無いと、コンサルに頼めないから、自分で、何とかしようと、考える。それが良かった。

補助金は、業界へお金が流れる方向にしかくれない。それでは、ますます、借金が増える。 

これからは、自分で考えて、できることを、実行する時代だ。 


